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　　　大鰐き

かんのうスキー場で

　主な内容
〉59年度一般会計決算〔2〕〔3〕

〉59年度特別会計決算……〔4〕

〉新年度予算案まとまる…〔5〕

〉所得税の確定申告………〔6〕

〉住民税の申告………・・…・〔7〕

　先月30日、かんのうスキー場で

仙田小学校の3、4、5年生がス

キー授業を受けていました。

　「スキー授業大好き、ボーゲン

もうまくなりました……」

　〉米寿のお祝い……………〔8〕

　〉町史の窓…………………　〔9〕
1〉ひろば・………一・…〔10〕〔”〕

1〉情報………・一・…………〔12〕

i〉町内さんぽ………………〔13〕
’
［ ＞戸籍の窓から……………〔14〕

2月の休日救急医

16日富田医院（神明町）

23日池田医院（本町西）

　　3月上旬の予定

2日山口医院（袋町）

9日富田医院（神明町）
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襲繧

　　　　　の　　　　固　　霧鋭

　　　　　講　　　護

馨黒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロi　　12月定例議会で昭和59年度の各会計決算が　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1　認定されました。　　　　　　　　　　　　　l

l　　決算状況は、一般会計が1億3・888万円の　i

1　黒字、特別会計が7会計の合計で8，573万円　i

i　の黒字となり、繰り越し総額は2億2，461万i

l　円となりました。　　　　　　　　　　　i
i　　前月号では決算額だけの紹介でしたので・　i

i　今回は主な事項を掲載することにしました。　1

撒
糠

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
二
十
九

億
九
千
三
百
三
万
一
千
五
百
一
円
、

こ
れ
に
対
し
歳
出
は
二
十
八
億
五
千

四
百
十
四
万
九
千
四
百
十
九
円
で
、

差
し
引
き
一
億
三
千
八
百
八
十
八
万

二
千
八
十
二
円
の
残
額
と
な
り
、
翌

年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
一
億
円
台

と
い
う
大
幅
な
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
の
状
況

町
税
の
伸
び
率
は
四
．
三
％
で
、

県
囚
平
均
七
・
一
％
を
二
．
八
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。
個
人
町
民
税

が
前
年
度
対
比
九
四
・
九
％
と
過
去

十
五
年
間
の
最
低
に
な
っ
た
の
が
影

響
し
ま
し
た
。

歳
入
の
四
一
・
○
％
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
前
年
度
の
一
．
二
％

増
に
と
ど
ま
り
、
厳
し
い
財
政
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
橘
小
学
校
改
築

に
対
す
る
分
の
増
加
が
あ
り
、
前
年

度
の
一
六
・
四
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
項
目
別
に
は
減
る

方
向
に
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
前
年

度
よ
り
一
・
七
％
減
り
ま
し
た
。

　
町
債
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
を
七

（単位：千円）歳入決算図表

地方交付税

　　1，227β73
　　　　41．0％

県支出金

331，556

　　11．1％
　　　　円

　　　酷

　　1

　盆

　ヲ

発

響拶編。
国庫　　10．0％

支出金

222’054　　　　各種交付金
　　7・4％　　　74709
　　　　　　　　　　2．5彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ざ
じ
　
の
　
　
　
　
じ
　

癒撫琶

百
万
円
、
二
・
二
％
下
回
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
橘
小
学
校
の
千
五
百

五
十
万
円
の
増
、
野
球
場
建
設
の
千

五
百
三
十
万
円
の
増
、
地
域
休
養
施

設
の
三
千
二
十
万
円
の
減
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
自
主
財
源
が
約
三
割
と
い
う
財
政

の
中
で
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
町
づ
く
り
を
進

め
ま
し
た
。

税額　町民1人当たり

162，274千円　　16，759円

259，651千円　　26，815円

　9，780千円　　1，010円

28，425千円　　2，935円

19，923千円　　　2，058円

　　　19千円　　　　2円

　　317千円　　　　33円

480，389千円　　49，612円

嗣

馨

町税内訳

　
税
税
税
税
税
税
税
計

　
　
　
産
車
腰
取
備

目
民
資
動
？
気
引
地

税
　
定
自
救
材
壮

　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
町
固
軽
た
電
木
特
合

8％
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歳
蝋
会
務
糊
生
欝
生
欝
働
犠
欝
エ
膳
木
欝
鼎
防
購
育
幾
鍛
債
鋤
㍊

～
　
　
議
総
レ
民
》
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衛
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》
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労
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；
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レ
土
轍
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鑑
教
霧
鍛
纈
銭
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
に
誘
農
林
施
設
災
害
の
復
旧
工
が
三
茜
百
二
＋
万
羅
っ
た
こ
と

鱗
難
縫
難
擁
蛉
㌔
拝
、
義
鰻
驚
灘

災
害
復
旧
費
の
大
幅
な
増
は
、
豪
　
　
　
諸
支
出
金
は
、
国
鉄
用
地
購
入
費

耀
．

欝
馨
ー
ン
■

類鷹鱗

59年度の目玉事業は橘小学校改築工事

町民1人当
歳l
　l
　l

見ると…・

出 　歳
　入
蹴の榔：：： 差額

（この

難財灘 ・借

てい
分

　　294，759円

　　86，413円
差額208，346円

（この額を国・県

・借金に依頼し

ている形です）
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老 人　保　健
歳入 歳出

　431，251千円

　1，924万4，460円の黒字決算と

なりました。

　老人保健会計は、支払基金から

70％、国20％、県5％、町5％で

賄われています。

　70歳以上のお年寄り1，033人、

65歳～70歳の寝たきりのお年寄り

19人、計1，052人が対象となって

います。1人当たりの医療給付額

は40万5，119円でした。

農　業 廿ノ、 斉
侮
侮
ノ

歳入

　　83，975千円

各共済勘定を合わせ、5，286万

3，230円の黒字が出ました。

　農作物勘定（水稲）には1，334

戸が加入し、引受面積は967御と

なっています。この年は天候に恵

まれたのと、徹底した防除とで、

共済金支払戸数は18戸（前年度43

戸）にとどまりました。

　家畜共済勘定は119件の事故が

あり、共済金を支払いました。

　今後も関係機関と連絡を取り合

い、被害の未然防止に努力してい

きます。

地域休養施設
歳入　　　　歳出

　to2，6⑲千円

　黒字が167万5，824円という決

算です。

　事業収入は8，639万4，465円で

歳入総額の842％でした。一般会

計からの繰入金が1，386万5，000

円（135％）あります。
　59年度の松葉荘利用者数は、宿

泊者3，404人、休憩者7，029人、

入浴者5，945人、会食者12，945

人、食堂利用者17，029人、展望

台利用者12人、合計で46，400人

となづています。

　今後ともお気軽に利用してくだ

さるようお願いします。

国保診療所
歳入　　　　歳出

　95，638千円　93・677千円

　196万566円の残額が出ました

が、国保会計から1，250万円の繰り

入れがあるので実質的には1，000

万円余の赤字決算となります。

　歳入は、診療収入が全体の801

％、他会計からの繰入金が131％

といったところです。

　歳出では、総務費が415％、医

業費が514％を占めています。

　経営の合理化が迫られています

が、皆さんからも地域診療施設と

して、積極的にご利用いただきた

いと存じます。

へき地出張診療所

7会計とも

黒字決算
　昭和59年度は、地域休養施設が

特別会計に加わりました。

　特別会計は、特定の事業を実施

する場合や、特定の歳入を特定の

歳出に充てる場合に認められる制

度で、一つの事業の収支を表しま

す。

　特別会計は7会計ありますが、

59年度は全部黒字決算となりまし

た。繰り越し額は全部で8，573万

2，871円です。

歳出
国民健康保険

残額が43万4，870円となりまし

た。

　診療収入は歳出総額の295％に

とどまり、そのため一般会計から

1，250万円（449％）の繰り入れ

を行いました。

　仙田地区の皆さんの健康を守る

たいせつな施設ですので、医療全

般を見直す中で改善を図っていき

ます。

水　道

歳入 歳出

　474，229千円

簡 易

歳入　　　　歳出

　48，505千円

　122万8，460円の残額となりま

した。

　水道使用料は1，858万8，027円

で、前年度より700万円少なくな

りましたが、これは田戸、中仙田、

赤岩の3簡水が上水道会計へ移っ

たためです。

　水道料金は前年度並に抑えまし

た。

　使用料の伸びも期待できず、運

営も容易でありませんが、生活に

欠かせない水ですから、安定給供

を第一に考えていきます。

　59年度の国民健康保険加入者は

4，455人（1，385世帯）となって

います。加入率は457％でした。

　保険料は1人当たり4万3，150

円（1世帯当たり13万7，780円）

となりました。前年度より1人当

たり肌9％（1世帯当たり195％）

高くなっています。

　決算額は、832万5，461円の黒

字が出ました。

　歳入では、保険料が前年度より

183％の増、国庫支出金は歳入総

額の518％で前年度対比9。6ポイ

ントの減少でした。国庫補助率の

低下は、この会計に大きく影響し

ています。

　歳出では、保険給付費が全体の

617％を占めました。これに老人

保健拠出金の296％を加えた実質

的な給付費は913％という数字で、

前年度より3．8％減少しました・

　国民健康保険会計の健全な運営

には、加入者の皆さんから健康の

自己管理を積極的に行っていただ

くことがたいせつとなります。集

団検診も活用ください。
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　　　　61年度川西町一般・特別会計予算案　　　　　　貢一＿町月ゐ．　　　＿一

積
極
大
型
の
一
般
会
計

　
　
　
　
　
新
年
度
予
算
案
ま
と
ま
る

　
新
年
度
予
算
案
が
ま
と
ま
り
、
二

月
一
日
に
役
場
の
委
員
会
室
で
南
雲

町
長
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
三
十
一
億
一
千
万
円

（
一
二
．
一
％
の
伸
び
）
、
特
別
会

計
は
農
村
集
落
排
水
事
業
を
新
設
し
、

（単位：千円、％）

八
会
計
で
十
五
億
四
百
九
十
三
万
一

千
円
（
一
〇
．
六
％
の
伸
び
）
と
な

り
、
総
額
で
は
四
十
六
億
一
千
四
百

九
士
二
万
一
千
円
の
予
算
案
を
組
み

ま
し
た
。
前
年
度
対
比
コ
・
六
％

の
伸
び
で
す
。

会　計　区　分 本年度 前年度 増減率
一　　般　　会　　計 3，110，000 2，775，000 12．1

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険 516，505 513，541 0．6

国民健康保険診療所 94，034 88，168 6．7

仙田へき地出張診療所 22，557 21，464 5．1

老　　人　　保　　健 502，605 491，005 2．4

地域休養施設 93，715 102，439 △8．5

農業共済事業 98，015 101，844 △3．8

簡易水道事業 42，000 41，800 0．5

農村集落排水事業 135，500 0 皆増
計 1，504，931 1，360，261 10．6

合　　　　　　　　　計 4，614，931 4，135，261 11．6

（△印：減）

　
町
長
は
、
「
本
年
は
町
村
合
併
三

十
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。
記
念

事
業
は
四
十
周
年
、
五
十
周
年
と
将

来
に
結
び
つ
く
も
の
と
し
、
地
域
の

盛
り
上
が
り
を
期
待
す
る
予
算
編
成

に
し
た
。
積
極
大
型
の
予
算
案
で
あ

る
が
、
国
の
高
率
補
助
の
率
の
引
き

下
げ
な
ど
も
影
響
し
、
財
源
的
に
は

極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

　
重
点
的
な
事
項
と
し
て
は
、
教
育

施
設
の
整
備
充
実
で
上
野
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
（
四
千

六
百
万
円
）
、
新
十
日
町
大
橋
関
連

事
業
（
一
億
二
千
七
百
九
十
八
万
一

千
円
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
年
度
か
ら
嫁
婿
不
足
対
策
の
た
め

に
専
門
職
を
置
く
方
針
で
す
。

　
金
額
的
に
は
上
野
小
学
校
の
改
築

工
事
（
六
十
年
度
か
ら
の
継
続
）
が

二
億
三
千
七
百
九
十
五
万
二
千
円
で

最
大
で
す
。

　　　　　　　　冒｝じ　ー　　　予算案を発表する町長　　　目－　砒はさの朕り付ぶ二

　
　
「
明
日
の
か
わ
に
し
を
考
え
る
」

と
題
し
て
、
地
域
お
こ
し
の
先
進
地

事
例
を
学
ん
で
来
た
人
た
ち
を
囲
ん

で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

先
月
十
五
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
百
五
十
人

で
し
た
。

　
南
雲
町
長
は
、
　
「
川
西
町
の
発
展

の
た
め
に
今
日
の
催
し
が
有
意
義
と

な
る
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
コ

　
やー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
北
村
準
一
さ
ん

は
、
　
「
学
ん
で
き
た
こ
と
を
お
伝
え

し
、
明
日
の
か
わ
に
し
を
考
え
る
人

の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
進
行
役
を
務

め
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
四
人
の
発
表
の
要
旨
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

＊
宮
昭
一
さ
ん
（
ま
ち
づ
く
り
実
践

研
修
△
至
東
京
“
ま
ち
づ
く
り
の
企

集会の様子
画
・
演
出
の
戦
略
と
戦

術
”
に
参
加
）

　
「
現
在
は
見
る
観
光

か
ら
参
加
す
る
観
光
へ

と
変
わ
っ
て
き
た
。
若

者
が
集
ま
る
シ
カ
ケ
づ

く
り
も
必
要
で
あ
る
。

　
観
光
客
と
町
民
が
接

触
し
、
町
を
印
象
づ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

＊
上
村
政
基
さ
ん
（
仙

台
地
域
産
業
お
こ
し
フ

ェ
ア
“
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
1
文
化
・
観
光

と
イ
ベ
ン
ナ
に
参
加
）

　
　
「
み
ん
な
で
町
を
か
き
回
す
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
考
え

る
力
と
や
る
力
が
わ
い
て
く
る
。
先

輩
た
ち
の
知
識
と
経
験
を
、
バ
ッ
ク
に

青
年
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

＊
田
口
直
人
さ
ん
（
仙
台
同
“
実
践

事
例
発
表
会
”
に
参
加
）

　
　
「
川
西
町
出
身
と
誇
り
を
持
っ
て

い
え
る
町
に
し
た
い
。
町
の
将
来
を

考
え
た
場
合
、
人
づ
く
り
、
リ
ー
ダ

ー
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
化
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
る
」

＊
南
雲
瑞
男
さ
ん
（
仙
台
同
“
売
れ

る
商
品
開
発
と
販
売
開
発
”
に
参
加
）

　
「
本
物
し
こ
う
の
時
代
と
な
り
、

消
費
者
の
要
求
を
満
た
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
売
れ
な
い
。
販
路
を
広
げ

る
に
は
い
か
に
P
R
す
る
か
で
あ
る
」
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難慧鰹欝懸慧麟

　
　
　
　
確
定
中
告
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

期
問
は
2
月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
準
備
は
、

も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
限

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　
次
の
人
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
事
業
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
の

　
収
入
が
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を

　
売
っ
た
人
な
ど
で
、
そ
の
所
得
金

　
額
が
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

　
の
合
計
額
を
超
え
る
人

■
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

　
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
、
給

　
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超

　
え
る
人
、
二
か
所
以
上
か
ら
給
与

　
を
受
け
て
い
る
人
　
な
ど
。

確定申告出張相談日程

間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、

落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
確
定

申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

期　日 時　間 会　場

2月21日轡
2月24日（月》 午前10時

2月25日㈹ ～ 総合センター

3月6日休） 午後4時
3月7日轡
※2月24日は譲渡所得の申告も受け付けます。

偽

会

所
得
税
は

申
告
納
税
制
度

期限間近の様子

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が
、

自
分
の
所
得
を
正
し
く
計
算
し
て
申

告
し
、
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税

制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1　贈与税の申告　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　お忘れなく　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　コ

1　贈与税は、1年間に個人かり　l
iもらった財産の合計金額が60万　1

i円を超えるときにかかる税金で　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1す。　　　　　　　　　　　　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　贈与税の申告と納税は、2月　i

i　1日から3月15日までです・　　i

l　　夫婦の間で居住用不動産など　i

iの贈与があったときは、一定の　i

l要件を満たせば基礎控除60万円　1

：のほかに、配偶者控除として最　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1高1，000万円までが課税価格か　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1ら差し引かれます。　　　　　l
i　なお、この贈与税の配偶者控　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1除は、一生に一度しか受けるこ　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　とができません。　　　　　　　1
駝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l
＿ ＿＿“＿＿＿＿．一＿＿＿＿＿一一　　一一一一一唱一一一一一P一一一一一一一’一

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違

っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、

不
足
税
額
の
一
〇
％
ま
た
は
五
％
の

割
合
の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

白
色
申
告
者
も

　
収
支
内
訳
書
が
必
要

事
業
所
得
等
を
生
ず
る
業
務
を
行

っ
て
い
る
場
合
（
青
色
申
告
者
を
除

く
）
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
時
に
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や

必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支

内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
昭
和
六
十
年
分
か
ら
新
た
に
記
帳

制
度
が
設
け
ら
れ
、
五
十
八
年
分
か

　　パート収入と所得税

　　主婦がパートタイムで働

　いて年収が90万円（給与所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　得控除額57万円十基礎控除　　　　　・鯉‘

　額33万円）を超えた場合、

l　配偶者控除が受けられない　　　　　　。

：　だけでなく、主婦自身にも　靴
き

：　所得税がかかります。
1
㌧＿＿＿＿一一＿．一．一＿＿＿＿q＿＿＿＿一＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。一章一一一，一一一一幽

五
十
九
年
分
の
事
業
所
得
等
が
三
百

万
円
を
超
え
た
人
は
、
こ
の
制
度
に

ょ
る
記
帳
を
基
と
し
、
収
支
内
訳
書

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

瞥
瞳
巴
　
巳
　
l
　
l
　
巳
l
I
I
I
璽
I
　
I
l
　
I
　
I
奪
－
　
婁
l
　
I
　
I
I
　
l
　
曹
　
巳
　
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
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期
限
内
に

　
　
　
納
税
を
！

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

国
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
た
い

せ
つ
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生

　　　　　　　　　　　　簸ρ藤羅魏

3月15日までに申告相談（去年の様子）

活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
、
ど

う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
い
わ
ば
会
費
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
　
税
金
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
納
め
る
期
限
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
納
税
は
期
限

内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

　
所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
法
と

　
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
も
、

所
得
税
の
確
定
申
告
と
同
様
、
二
月

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
期

間
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
や
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
を
計
算
す
る
基
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
各
種
証
明
資
料
と

し
て
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
住
民
税
申
告
書
の
書
き
方
は
「
申

告
用
紙
」
と
合
わ
せ
「
手
引
き
」
を

配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に

し
て
該
当
す
る
と
こ
ろ
を
漏
れ
な
く

正
確
に
記
入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で

に
役
場
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

　
　
　
な
ら
な
い
人

住
民
税
は
、
住
ん
で
い
る
町
や
県

し
て
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
銀
行
な

ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、

納
税
の
た
め
の
手
数
が
少
な
く
て
済

み
、
つ
い
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ

て
滞
納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な

り
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
の
で
、
振

替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
や

税
務
署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㍉
1
－
I
I
ー
ー
ー
1
ー
ー
1
－
I
I
i
I
－
l
I
－
I
l
I
l
－
I
l
I
－
1
ー
ー
ー
I
I
I
I
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
I
l
I

『一

　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　軸　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　『　一　一
｝噂

確定

　　住宅取得樫除

Q鐙Q
医療費　　雑損握除

窺灘
申告で

・．

5

の
費
用
を
そ
の
住
民
が
広
く
負
担
し

合
う
考
え
に
基
づ
い
た
税
金
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
住
民
税
の
申
告
は
、

今
年
の
一
月
一
日
現
在
川
西
町
に
住

ん
で
い
る
人
で
前
年
中
に
な
ん
ら
か

の
収
入
の
あ
っ
た
人
が
す
べ
て
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
で
は
収
入
の
全
部
に
つ
い

て
申
告
し
ま
す
の
で
、
昨
年
秋
に
農

業
所
得
申
告
書
を
提
出
し
た
方
や
年

金
受
給
の
方
も
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
し
た
人
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
で
、
前
年
中

の
所
得
が
給
与
だ
け
で
勤
め
先
か
ら

役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
人
は
、
そ
れ
ら
が
課
税
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
住
民
税
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
青

色
申
告
者
で
確
定
申
告
を
決
算
書
の

一一

税金が戻る場合
　サラリーマンが納める所得税

は、普通、年末調整で過不足が

精算され、納税は完了します。

しかし、災害に遭ったり、多額

の医療費を払った場合や、マイ

ホームを建てたときは、確定申

告をすると税金が戻ってくる場

合があります。

　詳しいことは、十日町税務署

〔盈（52）3181〕へお気軽にご

相談ください。

提
出
だ
け
で
済
ま
せ
る
人
は
、
決
算

書
の
写
し
を
つ
け
て
住
民
税
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
は

　
　
　
町
で
計

算

　
農
業
所
得
の
計
算
は
、
昨
年
秋
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
農
業

所
得
申
告
童
目
に
基
づ
き
役
場
で
行

い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
で
農
業
所

得
の
あ
る
方
は
、
税
務
課
に
所
得
額

を
照
会
し
て
か
ら
申
告
書
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
勤
め
人
で
農

業
所
得
が
二
十
万
円
以
上
あ
り
ま
す

と
確
定
申
告
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
税
務
課
窓
口
で
、
ま
た
二
月
二

十
一
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
は
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
電
話
で
も

け
っ
こ
う
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
の
電
話
番
号
は
（
6
8
）

3
1
1
1
番
、
有
線
2
1
2
2
番
で

す
。
総
合
セ
ン
タ
ー
の
電
話
（
仮
設
）

番
号
は
（
6
8
）
3
8
9
5
番
で
す
。

醐麓資産税

　課税台帳の縦覧

◎期閥　藩潟霊認一3穏⑳綴

　　　　館曜欝蓬除鱒
◎時聞　雫蔚8時盆O分一肇後5

　　　蒔1壷曜厨ぽ鐙雫談姻
●場所　税務課の窓麟
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米寿を祝って

ミ朱色の座布団

今年は15人に贈呈

　
　
ゼ

ず
『
鯵

ノ
）
♪
》

　
　
　
ガ

　
今
年
川
西
町
で
米
寿
（
八
十
八
歳
）

を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
明
治
三
十
二

年
生
ま
れ
の
次
の
十
五
人
の
方
々
で

す
。　
先
月
八
日
に
、
町
長
や
民
生
委
員

総
務
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を
訪

問
し
、
朱
色
の
座
布
団
を
お
贈
り
し

ま
し
た
。

斎野小＿
木上林敬
　　　称
治ヤ政略
作ス治）
　　　）ハ　ハ　ハ
孝キ政（
平ヨー一
）ノ）内
　）　 は
　　　世
学東栄帯
校善　主
町寺町

原
田
の
須
藤
卜
ク
　
さ
　
ん

羽
鳥
富
太
郎
（
幸
蔵
）

渡
辺
　
イ
ト
（
義
布
）

上
村
　
米
作
（
長
吉
）

小
林
　
ト
キ
（
俊
男
）

上
村
イ
ク
（
勇
）

高
橋
　
直
治
（
直
治
）

永
井
　
ッ
ル
（
一
市
）

中
村
　
ヵ
ネ
（
喜
一
）

藤
巻
　
リ
セ
（
米
平
）

丸
山
　
寅
吉
（
徳
助
）

須
藤
　
ト
ク
（
昇
）

高
橋
　
秀
政
（
秀
政
）

　　　　　　下新
高原根下野木三平町上上伊
　　　　　　新新
倉田深原口落領田田野野友

無
年
金
制
度

遣
族
基
礎
年
金
と
は
・
－
－

今
年
の
四
月
か
ら
公
的
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
「
基
礎
年
金
」
制
度
が
導
入
さ
れ
、
今
ま
で
の
国

民
年
金
に
自
営
業
者
等
だ
け
で
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
奥
さ

ん
な
ど
も
含
め
た
国
民
（
被
保
険
者
）
す
べ
て
が
加
入
し
、
共
通
の

給
付
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
国
民
す
べ
て
で
年
金
の
基
礎
部

分
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
基
礎
年
金
は
三
種
類
あ
り
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
と
障
害
基
礎
年

金
は
今
ま
で
に
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
遺
族
基
礎
年
金
の
説

明
で
、
基
礎
年
金
の
掲
載
は
一
く
ぎ
り
と
な
り
ま
す
。

ー
遺
族
基
礎
年
金
1

遺
族
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き

に
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
　
（
子
に
つ
い
て
は
、

十
八
歳
未
満
、
ま
た
は
二
十
歳
未

満
の
障
害
者
）

　
現
在
の
母
子
・
準
母
子
年
金
で

は
、
死
亡
し
た
夫
等
が
国
民
年
金

の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
関
係
な
く
、
支
給
を
受
け
る
妻

等
自
身
の
保
険
料
納
付
要
件
が
問

わ
れ
ま
す
が
、
新
し
い
制
度
で
は
、

「
死
亡
者
」
自
身
の
納
付
要
件
に

つ
い
て
間
わ
れ
る
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
∴
駕
（
θ

U
髄
覗
“
．
　
～
勉

9
．
潔
嚇
　
一
●

．
●
。
・
●

　
●
●
　
●
　
．

●
　
。
の
．
．
・
．
●

●
・
’
・
．
㌔

●
◎
・
9
●
．
・
’
．
、
．

’
．
・
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。
．
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・
．
，
．
・
。
．
　
。
、

．
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．
・
’
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遺族年金

1
受
給
に
必
要
な
期
間
1

　
受
給
に
必
要
な
期
間
は
、
死
亡

し
た
人
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

を
含
む
）
が
加
入
期
間
の
三
分
の

二
以
上
あ
る
か
、
ま
た
は
老
齢
基

　
ヤ～
く
し

　
ノ

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
問
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
七
十
一
年
三
月
ま

で
は
、
前
の
要
件
に
該
当
し
な
く

て
も
、
真
近
の
一
年
間
が
保
険
料

納
付
済
み
期
間
で
あ
れ
ば
受
け
ら

れ
ま
す
。

1
年
金
額
1

　
年
金
額
は
、
妻
の
分
と
し
て
の

基
本
額
六
十
万
円
（
月
額
五
万
円
）

に
、
子
の
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
の
加
算
は
、
第
一
子
．
第
二
子

に
そ
れ
ぞ
れ
月
額
一
万
五
千
円
、

第
三
子
以
降
に
は
一
人
に
つ
き
月

額
五
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▽▽▽▽▽▽
子子子妻妻妻
三二一ととと
人人人子子子

　　　人人人
七
十
八
万
円

九
十
六
万
円

百
二
万
円

六
十
万
円

七
十
八
万
円

八
十
四
万
円

（
金
額
は
五
十
九
年
度
価
格
）

　
す
で
に
、
母
子
・
準
母
子
お
よ

び
遺
児
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に

つ
い
て
も
、
年
金
額
は
遺
族
基
礎

年
金
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
母
子
・
準
母
子
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

四
月
か
ら
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
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川
西
町
の
先
史
時
代
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
の
歩
み
を
調
査
・
記
述
し
、

広
く
一
般
に
、
わ
た
く
し
た
ち
の
町

の
歴
史
を
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

町
史
の
編
さ
ん
事
業
に
着
手
し
た
の

は
昭
和
五
十
五
年
四
月
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

　
調
査
を
担
当
し
て
く
だ
さ
る
専
門

委
員
と
執
筆
者
は
、
川
西
町
内
の
郷

土
史
に
詳
し
い
方
々
を
中
心
に
、
十

日
町
市
と
そ
の
近
郊
の
先
生
方
か
ら

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
長
岡
高
専

教
授
の
竹
内
道
雄
文
学
博
士
に
監
修

を
お
願
い
し
た
の
で
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
六
年
の
歳
月
が
流
れ
て
、

干
手
町
．
上
野
村
・
橘
村
・
仙
田
村

の
合
併
三
十
周
年
を
記
念
す
る
今
年

十
一
月
に
は
、
民
俗
を
含
め
た
資
料

編
上
．
下
巻
へ
各
冊
八
○
○
ぺ
ー
ジ
）

を
、
ま
た
、
明
年
三
月
に
は
通
史
編あなたの書架にどうぞ

上
・
下
巻
へ
各
冊
九
〇
〇
ぺ
ー
ジ
）

を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。

　
通
史
編
の
上
・
下
巻
は
、
編
・
章
・

節
・
項
・
目
で
成
り
立
ち
、
大
要
次

の
見
出
し
で
、
町
の
で
き
ご
と
が
詳

し
く
広
範
囲
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
現
在
な
お
調
査
中
の
項
目
を
除
く
。

（
）
内
は
執
筆
者
。

　
川
西
町
の
自
然
の
概
況
・
地
史
・

気
候
の
特
徴
・
四
季
（
佐
藤
文
男
）

　
川
西
町
の
生
物
、
移
り
変
わ
る
植

物
、
雪
と
植
物
　
　
　
　
へ
内
川
洋
）

　
川
西
町
の
林
・
谷
・
川
・
里
に
生

息
す
る
動
物
　
　
　
　
（
樋
熊
清
治
）

　
郷
土
の
あ
け
ぼ
の
、
先
土
器
、
縄

文
、
弥
生
時
代
　
　
　
へ
島
田
靖
久
）

　
開
け
ゆ
く
郷
土
、
古
噴
時
代
、
越

国
と
越
後
国
、
古
代
の
魚
沼
地
方
、

古
代
の
社
会
と
生
活
、
古
代
の
信
仰

と
文
化
　
　
　
　
　
へ
阿
部
恭
平
）

　
荘
園
と
武
士
の
お
こ
り
、
建
武
中

興
、
南
北
朝
の
争
乱
へ
佐
野
良
吉
）

　
妻
有
の
国
人
た
ち
、
上
野
氏
と
興

徳
寺
、
上
野
家
成
と
下
平
修
理
、
景

勝
政
権
の
も
と
で
　
　
へ
山
田
邦
明
）

　
中
世
の
城
と
館
、
妻
有
地
方
の
城

館
跡
の
分
布
、
川
西
町
の
城
館
跡
、

中
世
の
村
の
景
観
　
　
へ
丸
山
克
巳
）

　
中
世
の
宗
教
　
　
　
（
竹
内
道
雄
）

　
川
西
町
の
板
碑
文
化
、
越
後
布
と

　
そ
青
苧
、
上
杉
氏
と
青
苧
と
越
後
布
、

カ
ラ
ム
シ
の
栽
培
　
　
（
阿
部
恭
平
）

　
中
世
の
交
通
と
街
道
、
信
濃
川
の

舟
運
、
中
世
の
関
所
へ
丸
山
克
巳
）

　
近
世
前
期
の
支
配
、
幕
府
領
と
臼

河
藩
の
支
配
、
幕
末
期
の
支
配
と
川

西
の
村
々
、
検
地
と
貢
租
、
年
貢
と

農
民
の
負
担
　
　
　
　
へ
須
藤
重
夫
）

　
国
内
情
勢
の
変
動
と
開
国
の
要
求
、

討
幕
の
動
き
と
大
政
奉
還
、
戊
辰
戦

争
と
郷
土
　
　
　
　
　
へ
金
子
幸
作
）

　
新
政
府
の
支
配
と
村
々
、
郡
制
と

町
村
制
　
　
　
　
　
　
（
須
藤
重
夫
）

　
地
租
改
正
と
税
制
、
封
建
領
有
制

の
解
体
　
　
　
　
（
故
、
高
僑
友
義
）

　
戸
籍
と
徴
兵
令
　
　
へ
金
子
幸
作
）

　
学
制
発
布
以
前
の
教
育
、
小
学
校

の
設
立
と
就
学
　
　
　
（
室
岡
倉
二
）

　
産
業
経
済
の
変
化
と
金
融
、
農
業

生
産
の
発
展
　
　
　
　
へ
須
藤
茂
一
）

　
明
治
前
期
の
農
村
、
民
権
運
動
の

展
開
、
橘
村
・
上
野
村
・
中
野
村
・

干
手
町
村
の
誕
生
　
　
（
金
子
幸
作
）

　
地
場
産
業
の
発
展
、
腕
を
競
っ
た

職
人
た
ち
、
商
店
街
の
歩
み
、
産
業

組
合
の
足
あ
と
　
　
　
へ
中
条
秀
雄
）

　
日
清
・
日
露
戦
争
と
村
民
、
戦
後

の
川
西
と
伝
染
病
　
　
（
金
子
幸
作
）

　
近
代
教
育
制
度
の
確
立
と
整
備
、

教
育
の
発
展
と
充
実
へ
室
岡
倉
二
）

　
交
通
・
通
信
の
発
達
、
幻
の
魚
沼

鉄
道
、
自
動
車
と
電
灯
、
十
日
町
橋

と
干
手
ト
ン
ネ
ル
　
　
（
上
村
政
基
）

　
災
害
史
に
残
る
大
災
害
、
水
量
と

水
害
、
信
濃
川
と
渋
海
川
の
災
害
、

復
旧
事
業
と
治
水
事
業
（
南
雲
守
）

　
中
野
村
と
干
手
町
村
の
合
併
、
大

正
期
の
川
西
郷
　
　
　
（
金
子
幸
作
）

　
女
工
出
稼
ぎ
　
　
　
へ
青
木
孝
子
）

　
十
日
町
線
の
開
通
と
交
通
の
変
遷
、

道
路
網
の
整
備
　
　
　
　
（
南
雲
守
）

　
昭
和
初
期
の
農
村
、
医
療
と
保
健
、

川
西
郷
の
満
州
移
民
、
発
電
所
景
気

と
干
手
町
の
誕
生
、
第
二
次
大
戦
と

決
戦
下
の
生
活
　
　
　
へ
金
子
幸
作
）

　
昭
和
初
期
の
学
校
教
育
、
戦
時
下

の
学
校
教
育
　
　
　
　
へ
室
岡
倉
二
）

　
戦
後
の
混
乱
と
生
活
の
窮
乏
、
占

領
下
の
町
村
民
、
復
興
期
の
足
ど
り
、

　
　
　
へ
富
井
源
蔵
、
金
子
幸
作
）

　
戦
後
の
学
校
教
育
、
新
教
育
制
度

の
充
実
と
整
備
　
　
　
へ
室
岡
倉
二
）

　
農
地
改
革
と
そ
の
経
過
、
農
地
改

革
後
の
変
ぼ
う
、
農
業
の
近
代
化
、

川
西
町
の
誕
生
　
　
　
（
金
子
幸
作
）

　
経
済
復
興
と
社
会
の
進
展
、
川
西

町
の
財
政
の
あ
ゆ
み
へ
北
村
準
一
）

　
教
育
の
充
実
と
文
化
の
発
展
、
小

中
学
校
校
舎
の
改
築
（
室
岡
倉
二
）

　
川
西
町
の
高
等
学
校
の
沿
革
、
定

時
制
と
全
日
制
分
校
、
県
立
川
西
高

等
学
校
創
立
　
　
　
　
（
丸
山
富
司
）

　
軌
道
に
の
る
中
村
町
政
、
町
づ
く

り
は
人
づ
く
り
、
巨
星
落
つ
、
均
整

と
調
和
を
指
針
に
、
世
紀
の
大
事
業

に
い
ど
む
、
突
然
の
計
報
、
南
雲
町

政
ス
タ
ー
ト
、
う
る
お
い
・
豊
か
さ
・

活
力
の
あ
る
町
に
　
　
へ
小
海
正
隆
）

予
約
の
方
に
は

　
　
　
特
価
で
頒
布

　
「
川
西
町
史
」
を
予
約
特
別
価
格

へ
印
刷
製
本
代
の
実
費
）
で
頒
布
し

ま
す
。
合
併
三
十
周
年
を
記
念
し
て

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
価
格
は
、
通
史
編
と
資
料
編
を
合

わ
せ
た
全
四
冊
で
一
万
五
干
円
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
後
日
ご
案
内
の

「
町
史
購
入
申
込
書
」
で
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
史
編
さ
ん
係
あ
て
に
電
話
〔
0

2
5
7
へ
6
8
）
2
1
2
8
〕
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
っ
て
も
け
っ
こ
う

で
す
。

　
分
冊
頒
布
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
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豪躍瞬駄
輪血血ゆ

一

　とうとう3年続きの豪雪（1
月27日に375cm）となってしま

いました。屋根の雪下ろしや家

の周りの雪のけなどで、日曜日

も休んではいられません。

　暦の上では春ですが、寒さは

まだまだ続きます。

　気の持ちようで風邪はある程

度防げますが、風邪を引いたと

感じたら、早めに手当をするこ

とが肝心です。

等
の
幸
運

栄
町
の
蔵
品
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き

　
先
月
二
十
日
か
ら
お
年
玉
つ
き
年
　
　
が
始
ま
り
ま
し
た
。
期
限
は
七
月
十

賀
は
が
き
の
当
選
賞
品
の
引
き
換
え
　
　
九
日
で
す
が
、
当
選
の
方
は
お
早
め

高橋局長から賞品を受ける蔵品さん（右）

に
郵
便
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
千
手
郵
便
局
で
は
、
一
月
二
十
九

日
ま
で
に
一
等
か
ら
五
等
ま
で
全
部

の
賞
品
を
交
付
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
一
等
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た
方
は
、

栄
町
の
蔵
品
三
男
さ
ん
で
す
。
年
賀

状
は
町
内
の
方
か
ら
届
け
ら
れ
た
も

の
で
、
A
・
B
組
共
通
2
0
5
3
6

2
番
で
し
た
。

　
蔵
品
さ
ん
は
、
一
月
二
十
九
日
に

高
橋
局
長
か
ら
賞
品
の
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
受
け
取
り
、
　
「
間

私
の
提
案

身
近
に
ス
キ
ー
場

　
　
そ
し
て
日
本
一
の
何
か
を

中
屋
敷

小

　
今
、
我
が
川
西
町
に
無
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
つ
ジ

ャ
ー
）
施
設
ス
キ
ー
場
で
す
。
な
ん

と
か
身
近
に
ス
キ
ー
場
が
造
れ
な
い

も
の
か
と
思
い
ま
す
。

林
正
夫

　
私
が
提
案
し
た
い
の
は
、
角
万
寺

に
ロ
ー
プ
搭
を
二
、
三
基
設
け
、
圧

雪車を

一
台
配
置
し
、
休
憩
所
を
造

る
こ
と
で
す
。

　
子
供
た
ち
が
歩
い
て
行
け
る
と
こ

違
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

今
ま
で
一
等
の
ほ
う
な
ん
か
は
見
ま

せ
ん
で
し
た
が
…
…
」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
な
た
も
も
う
一
度
調
べ
て
み
ま

せ
ん
か
。
　
（
郵
便
局
に
当
選
番
号
表

が
あ
り
ま
す
）

　　　　　　　　懸　　　　　　　蓄
　　　　　　参
　　　　　‘，
　　　　魯
　　　ぐ
　　季
　　／
季／

か
る
た

大
会
に
熱
気

　
今
月
二
日
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の

集
会
室
で
か
る
た
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
雪
が
激
し
く
降
り
し
き

り
、
参
加
者
は
少
な
め
で
し
た
が
、

自
信
の
あ
る
方
た
ち
ば
か
り
な
の
で
、

集
会
室
は
熱
気
に
包
み
込
ま
れ
ま
し

た
。　
百
人
一
首
は
記
憶
力
の
ほ
か
に
体

力
が
必
要
な
ゲ
ー
ム
と
感
じ
て
き
ま

し
た
。

中央部分が角万寺

ろ
で
な
け
れ
ば
地
元
の
良
さ
を
生
か

せ
ま
せ
ん
。
四
百
余
人
の
干
手
小
学

校
児
童
の
ス
キ
ー
授
業
に
使
え
ま
す
。

上
野
、
橘
、
仙
田
、
臼
倉
小
学
校
の

児
童
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
で

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
車
を
利
用
の
方
に
は
、
寺
尾
か
ら

長
福
寺
、
干
手
浄
水
場
、
田
中
町
へ

と
一
方
通
行
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

片
側
駐
車
の
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
角
万
寺
は
干
手
地
区
か
ら
見
通
さ

耀

れ
ま
す
。
ス
キ
ー
を
滑
る
姿
が
見
え
、

楽
し
い
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
れ
ば
、

早
く
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
済
ま
せ
て

　
ス
キ
ー
に
行
き
た
く
な
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
　
ぜ
ひ
実
現
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
ま
た
、
せ
っ
か
く
川
西
町
に
は
モ

　
ト
ク
ロ
ス
場
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、

　
日
本
一
の
雪
の
中
で
日
本
一
の
雪
上

　
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会
を
開
催
で
き
な
い

　
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
何
か
川
西
町
に
日
本
一
の
も
の
を

　
つ
く
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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「雪は友運！」
，．

・
　
傷
．
．

ふれあいパックの会が

3月8・9日に

　　イベント開催

　ふれあいパックの会事務

局では、会員を対象とし、

「雪は友達！」のイベント

を3月8・9日に開きます。

　町内の子供たちにも加わ

っていただきたいとのこと
です。

　行事内容をいくつか紹介

します。

故
郷
の
皆
様

、

雪
の
中
お
体
を
た
い
せ
つ
に

姦

☆3月8日夕方
雪上キャンプファイヤー

　（松葉荘周辺）　　さ、、

小正月行事である　「塞の

神」や「鳥追い」をしま
す。

八
王
子
市
松

蹴

羅騰
撒

　
八
王
子
で
、
私
ど
も
は
じ
ょ
う
ぶ

に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
広
報
紙
と
民
話
を

お
送
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
民
話
の
言
葉
が
隈
か

し
く
て
読
み
返
し
て
は
、
田
舎
を
思

い
出
し
て
お
り
ま
す
。
な
ん
と
い
い

ま
し
て
も
生
ま
れ
故
郷
は
い
い
で
す

浦
サ
ク
さ
ん

　
　
（
中
仙
田
出
身
）

ね
。
　
年
の
暮
れ
に
駅
前
の
デ
パ
ー
ト
ヘ

行
き
ま
し
た
ら
書
道
展
が
開
か
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
「
さ
ま
ざ

ま
の
光
は
あ
れ
ど
世
の
中
に
親
の
恵

み
に
増
す
光
な
し
」
と
い
う
文
面
と

す
ば
ら
し
い
文
字
の
流
れ
に
し
ば
し

立
ち
止
ま
り
ま
し
た
。
　
「
い
つ
ま
で

も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
」
の
こ
と

わ
ざ
も
あ
り
ま
す
が
、
親
孝
行
し
た

い
時
に
は
親
は
い
ま
せ
ん
。
自
分
が

親
に
な
れ
た
の
も
生
み
の
親
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
と
、
六
十
七
歳
に
な
っ

て
し
み
じ
み
思
う
昨
今
で
す
。

　
お
地
蔵
様
の
民
話
じ
ゃ
な
い
け
れ

☆3月9日午前中
雪上レクリエーション大

会（総合体育館周辺）

雪像づくり、もちつき大

会などをします。

ど
、
お
正
月
に
な
る
と
白
い
ま
ん
ま

に
大
き
な
魚
の
切
り
身
と
豆
腐
汁
、

み
ん
な
が
今
日
は
正
月
様
だ
ん
が
ド

ウ
ド
ク
ッ
テ
ク
レ
ヨ
と
い
わ
れ
て
、

赤
い
ほ
っ
ぺ
で
ド
ウ
ド
食
べ
た
こ
ろ

を
思
い
出
し
ま
す
。
母
が
い
ろ
い
ろ

く
め
ん
し
て
く
れ
た
姿
が
し
の
ば
れ

ま
す
。

　
主
人
も
い
な
く
な
っ
た
今
は
、
孫

た
ち
や
嫁
を
大
事
に
し
、
「
世
の
中

の
人
を
悪
し
き
と
思
ふ
な
よ
我
だ
に

よ
く
ば
人
も
よ
か
ら
む
」
と
、
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
●

の
行
動
を
省
み
な
が
ら
、
毎
日
を
楽
雪

し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
故
郷
は
、
雪
と
の
闘
い
の
中
で
の

生
活
で
、
ほ
ん
と
う
に
た
い
へ
ん
な

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
　
「
雪
が
解
け
れ

ば
越
路
の
春
は
梅
も
桜
も
み
な
開
く
」

と
歌
の
文
句
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
そ

れ
ま
で
し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
す
。
故

郷
の
皆
様
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
た

い
せ
つ
に
お
暮
ら
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
旧
姓
ー
小
林
）

霧：1毒、辮灘き鍵1霧聯：鱗i灘驚：韓1麟辮套・講
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野
う
さ
ぎ
「
ク
ロ
」
は

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

上
町
平
野
正
晴
さ
ん

　
野
う
さ
ぎ
「
ク
ロ
」
は
、
平
野

さ
ん
の
家
の
ア
イ
ド
ル
で
あ
る
。

　
「
去
年
の
十
月
に
、
親
せ
き
の

人
が
き
の
こ
採
り
で
、
動
く
き
の

こ
を
二
つ
見
つ
け
て
来
た
と
か
で

…
…
そ
れ
を
一
羽
預
か
っ
た
の
で

す
。
秋
子
は
珍
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
ら
し
い
で
す
ね
」

　
ク
ロ
の
名
づ
け
親
は
お
子
さ
ん

た
ち
と
の
こ
と
。

　
「
野
う
さ
ぎ
は
冬
に
は
白
く
な

り
ま
す
が
、
そ
の
過
程
を
子
供
た

ち
に
教
え
た
く
て
飼
っ
た
の
で
す

が
…
…
」

　
ク
ロ
は
真
冬
の
今
も
茶
色
で
あ

る
。
　
「
家
に
い
れ
ば
外
敵
も
な
く
、

保
護
色
に
変
わ
る
必
要
が
な
い
か

ら
で
し
ょ
う
か
ね
」

　
ア
イ
ス
や
プ
リ
ン
、
チ
ー
ズ
、

パ
ン
と
、
肉
に
魚
以
外
な
ら
な
ん

で
も
食
べ
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
や
セ
ロ

リ
な
ど
の
に
お
い
の
き
つ
い
も
の

が
好
物
と
い
う
。

　
　
「
育
て
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

ス
ポ
イ
ト
で
、
・
ル
ク
を
飲
ま
せ
た

り
な
ど
と
…
…
」

　
か
わ
い
が
っ
て
も
鳴
く
な
ど
の

反
応
は
ま
っ
た
く
な
い
と
の
こ
と
。

　
　
「
毎
日
ク
ロ
に
家
中
が
振
り
回

さ
れ
て
い
る
感
じ
で
す
。
外
出
し

て
来
る
と
、
み
ん
な
が
ク
ロ
は
い

る
か
、
と
第
一
声
を
発
し
ま
す
」

　
ク
ロ
は
昼
間
は
事
務
室
で
ス
ト

ー
ブ
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
よ
そ

の
人
が
来
る
と
い
す
の
下
に
隠
れ

て
し
ま
う
。

　
　
「
夜
は
二
階
で
子
供
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
寝
て
い
ま
す
」

　
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
野
性
に

返
り
、
警
戒
心
が
強
ま
る
ら
し
い
。

　
　
「
春
に
な
っ
た
ら
山
へ
戻
し
た

い
の
で
す
が
、
え
さ
が
取
れ
る
か

心
配
で
す
。
そ
れ
に
情
も
移
っ
て

い
ま
す
し
、
そ
の
場
に
な
ら
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
平
野
さ
ん
。

奥
さ
ん
に
抱
か
れ
た
「
ク
ロ
」
ち
ゃ
ん

…
灘
灘
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！VHK学園の

　　　通信講座で

学習しませんか

　N　H　K学園では、生涯学習講

座の春の受講生と高等学校の生

徒を募集しています。

　あなたも通信講座で学習しま

せんか。

☆生涯学習講座

・教養と趣昧を深めるための通

　信講座で、次の講座がありま

　す。

　古典、漢詩、文章、美しい日

　本語、国語、英語、数学、簿

　記、母と子の書き方、母と子

　のリズムあそび、ファミリー

　写真、ビデオカメラ、書道、

　硬筆、絵画、囲碁、園芸、俳

　句、短歌、川柳、小論文・作

　文、セミナー、リーダー養成

　塾、俳句友の会、短歌友の会

・申し込み受け付け

　2月15日～4月15日
☆高等学校　普通科コース（通

　信教育）

・4年間の学習で高校卒業資格

　が取得できます。

・申し込み受け付け

　3月1日～4月7日
☆高等学校　教養コース（通信

　教育）

・国語、英語など21科目を学習

　します。

・申し込み受け付け

　3月1日～4月30日
※詳しい案内書をご希望の方は、

〒186東京都国立市富士見台2

－36NHK学園8E11係に、講
座名またはコース名、郵便番号、

住所、氏名、電話番号をはがき

に記入し、請求してください。

訓練生を募集中

　　十日町高等

　　　　職業訓練校
　県立十日町高等職業訓練校で、

昭和61年度訓練生（4月入校生）

を次により募集しています。

＊工芸織物科

定員20人　期間1か年　　かすり

・織物の分解、設計、服地、緋、

帯等の製織技能を身につける

　とともに、関連知識を学びま

　す。

＊染色工芸科

　定員20人　期間1か年
・無地染、型染、友禅染、草木

　染等の染色技法を身につける

　とともに、関連知識を学びま

　す。

＊デザィン科

　定員20人　期間1か年
・きものの図案の製作技能を身

　につけるとともに、関連知識

　を学びます。

※入校の申し込み、問い合わせ

は、新潟県立十日町高等職業訓

練校〔十日町市学校町盈（57）

1105〕へ。

⑳⑦㊦、

ミ風邪の季節ヤです

簡単な吸入の
　方法があります

　のどが痛い、せきが出る、息

苦しいなどの症状を和らげるに

は、蒸気吸入が効果的です。

　吸入器がないときは、図のよ

うにやかんを利用する方法があ

ります。蒸気の温度には気をつ

けてください。

　　　　　　　うドし　　　　　　　ゆ

　　　　ご9　＝　1

国立石川身体障害者

職業訓練校の

　　　ご案内
　国立石川身体障害者職業訓練

校は、昭和45年に日本海側では

初めて設置された施設で、金沢

市の南効・野々市町にあります。

　この施設は、身体に障害のあ

る人たちに対し、職業訓練を行

うことによって、その能力に適

する知識や技能を与え、就職・

自営を容易にし、生活の安定を

図る公共職業訓練施設です。

　昭和61年度訓練生の募集は次

のとおりです。

＊募集科目　製版印刷科、一般

　　　　　事務科、トレース
　　　　　科、電子機器科、

　　　　　洋裁科、陶磁器科
＊応募資格　身体障害者手帳所

　　　　　持の人
＊願書の提出先　最寄りの公共

　　　　　職業安定所を経由

　　　　　して提出
＊応募締め切り　3月20日　（た

　　　　　だし、願書提出の

　　　　　人から面接選考を

　　　　　行い、定員に達し

　　　　　しだい締め切る）

※詳しくは、石川身体障害者職

業訓練校〔盈0762（48）2235〕

か、お近くの公共職業安定所へ

お問い合わせください。

鳴鵯。ら為
　　　　　　　　　　　　響

今回はありません．壌

・
駐

．．蓼．．顧．鰭織騨ノ
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出思
姜
目

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
豪
雪
見
舞
寄
付
金

＊
新
潟
県
信
用
組
合
（
関
昭
一
理
事

　
長
）
か
ら
五
万
円

＊
第
四
銀
行
（
中
村
正
秀
頭
取
）
か

　
ら
五
万
円

＊
新
潟
相
互
銀
行
（
大
森
広
作
取
締

　
役
社
長
）
か
ら
五
万
円

囹
一
般
寄
付
金

＊
川
崎
広
夫
さ
ん
（
横
浜
市
）
か
ら
、

　
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一
万
円

＊
高
橋
惣
平
さ
ん
（
東
京
・
品
川
区
）

　
か
ら
、
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一

万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
小
林
清
市
さ
ん

　
三
万
円

＊
高
橋
良
吉
さ
ん

万
円

（
中
屋
敷
）
か
ら

（
田
戸
）
か
ら
三

＊
内
山
重
義
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か

　
ら
五
万
円

＊
太
田
克
治
さ
ん
（
田
中
町
）
か
ら

五
万
円

パ
ソ
コ
ン
を
寄
贈

　
千
葉
市
の
椎
名
さ
ん

　
千
葉
市
古
同
洲
に
お
住
い
の
椎
名
尭

慶
さ
ん
（
ソ
ー
ド
株
式
会
社
社
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
町
ヘ
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
一
式
（
百
二
十
万
円
）

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
業
務
改
善
に
役
立
て
る
よ
う
に
と

の
こ
と
で
す
。

（単位：cm）川西町の積雪状況

月日 61年 60年 59年 58年 57年
1・10 240 246 190 110 30

1・15 278 293 200 154 70

1・20 222 285 245 122 116

1・25 313 289 302 156 78

1・31 342 320 296 120 150

豪雪対策

本部を設置

町では、1月12日の正午
こ豪雪対策本部を設置しま
　
　
　
の

田
豪
た
こ
は
雪
を
役
6
8
絡

　
　
　
し
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　この日午前9時現在の積

雪は308cmでした。

　雪による事故や危険な場

所を見つけた方は、ただち

に役場の豪雪対策本部〔盈

（68）3111有線2133〕へ

連絡願います。

　役場の玄関に本部の看板

。　　　　　鋼囮樋
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難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
鳥
追
い
」
や
「
ど
ん
ど
焼
き
」
な

ど
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
鳥
追
い
」
の
声
高
ら
か

　
　
　
　
一
月
十
四
日
沖
立
の
様
子

ほんやら洞で腹ごしらえ

　
沖
立
で
は
、
小
学
校
の
児
童
三
十

人
全
員
を
対
象
と
し
た
「
ほ
ん
や
ら

洞
」
を
部
落
セ
ン
タ
i
前
に
作
り
ま

し
た
。

　
鳥
追
い
行
事
の
体
験
で
、
そ
の
中

か
ら
雪
国
の
厳
し
さ
と
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
…
…
と
い
う
こ

と
で
父
兄
た
ち
が
世
話
を
し
ま
し
た
。

　
準
備
は
、
一
月
十
二
日
（
日
）
の

午
後
か
ら
四
年
生
以
上
を
動
員
し
、

二
時
間
く
ら
い
で
4
m
×
6
釦
、
深

さ
2
m
ほ
ど
の
雪
穴
を
堀
り
ま
し
た
。

十
四
日
の
午
後
は
父
兄
が
シ
ー
ト
を

　鳥追いに出発
。1。。。1川91”1一量Ill9。。Io’llgl。1。080。19。Ill”。1。II纏1。8川199・ll。1。511．1

張
っ
た
り
、
わ
ら
を
敷
い
た
り
し
、

仕
立
げ
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
六
時
に
ほ
ん
や
ら
洞

に
入
り
ま
し
た
。
大
ぜ
い
で
食
べ
る

あ
べ
か
わ
も
ち
の
味
は
格
別
で
、
自

分
が
持
っ
て
き
た
倍
以
上
の
七
個
も

食
べ
た
子
が
い
ま
し
た
。

　
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

鳥
追
い
に
出
発
で
す
。
　
「
あ
の
鳥
ど

こ
か
ら
追
っ
て
き
た
…
…
」
。
降
り

し
き
る
雪
も
な
ん
の
そ
の
、
声
高
ら

か
に
害
鳥
を
追
い
払
い
、
豊
作
を
呼

び
寄
せ
ま
し
た
。
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脳
の
働
き

罰 　
脳
は
、
全
身
の
働
き
を
統
合
す

る
と
と
も
に
、
精
神
の
活
動
を
営

む
極
め
て
高
度
な
機
能
を
備
え
た

器
官
で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
の
脳
の
重
量
は
三
百
七

十
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
で
、
百
四
十
億

個
の
神
経
細
胞
か
ら
成
り
、
こ
の

神
経
細
胞
は
学
習
や
訓
練
に
よ
っ

　
　
　
　
　
ち

て
ま
す
ま
す
緻
密
に
な
り
ま
す
。

知
恵
が
つ
く
と
同
時
に
重
さ
も
増

え
て
、
二
十
五
歳
こ
ろ
に
は
千
四

百
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
塊
と
な
り
ま
す
。

　
脳
の
構
造
は
、
脳
の
表
面
を
大

　
　
　
脳
皮
質
と
い
っ
て
、
見
た

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

衡鱒螺
りり
、

聞
い
た
り
話
し
た

手
足
を
動
か
す
命
令

脳の部分に

　よる働き

ふれる、

、鋤

手足を

／動かす

　
　
　
　
　
　
の
G

　
　
　
　
　
　
も
っ
丈

を
出
し
た
り
、
に
お
い
や
昧
、
寒

暖
、
痛
み
な
ど
を
識
別
す
る
場
所

と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
記
憶

し
て
判
断
し
、
感
情
や
意
志
な
ど

の
精
神
活
動
を
す
る
よ
う
に
で
き

て
い
ま
す
。

　
脳
は
、
四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
老

化
が
始
ま
り
、
一
日
に
数
万
個
の

細
胞
が
死
滅
し
、
八
十
歳
こ
ろ
に

な
る
と
千
二
百
グ
ラ
ム
く
ら
い
の

重
さ
と
な
り
ま
す
。

　
脳
の
老
化
を
防
ぐ
に
は
、
頭
を

使
う
こ
と
、
睡
眠
を
十
分
に
取
る

こ
と
、
友
達
を
つ
く
る
こ
と
、
趣

味
を
持
つ
こ
と
な
ど
、
な
ん
で
も

で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
や
る
心

構
え
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
体
を

動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
脳
が
刺
激

さ
れ
ま
す
の
で
、
運
動
も
一
つ
の

方
法
と
な
り
ま
す
。
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昇
天
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ご
め
い
福
を
祈
る
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う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

庭尾清数
野身水藤

な
お
と

直
人

た
か
あ
き

隆
明
あ
や
か

彩
佳

ゆ
う
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裕
太
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一
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井
上

ま
さ
ふ
み
政
文
昭
夫
長
男
寺
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だ
い
じ
ゅ
大
樹
守
一
長
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あ
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文
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忍
と
い
う
こ
と
一
筋
に
雪
卸
す

◎
爪
先
に
踏
張
る
力
雪
卸
す

　
降
る
雪
の
細
や
か
な
れ
ば
積
る
ら
し

　
つ
つ
抜
け
に
空
の
無
限
に
雪
晴
る
・

　
雪
樋
を
噛
ん
で
厳
し
き
軒
氷
柱

中
島
町

高
原
田
か
ら

新
し
い
嘱
託
員
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敬
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渡
辺
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沢
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水
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忠
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小
海
敬
太
郎

西
村
百
合
子

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

町
長
の
米
寿
訪
問
福
寿
草

松
七
日
過
ぎ
て
職
場
の
顔
戻
り

雲
一
つ
無
き
大
寒
の
今
朝
の
晴

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

塞
が
れ
し
窓
に
こ
ろ
が
る
霰
か
な

虎
落
笛
分
教
場
は
始
業
式

囲
わ
れ
し
南
天
雪
に
つ
ぶ
ら
な
る

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

残
り
火
に
か
ん
じ
き
干
し
て
残
工
事

細
き
月
西
に
残
り
て
初
茜
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心
配
ご
と
相
談

●
2
月
1
9
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
i

●
2
月
2
6
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
3
月
5
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
3
月
1
2
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で

で
す
。
事
前
に
事
務
局
〔
魯
（
6
8
）

2
3
0
8
〕
へ
相
談
内
容
を
連
絡
く

だ
さ
い
。

『；言

魔

躍
・
．
覧

頑

寒
雷
や
村
中
を
行
く
人
も
な
く

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

し
ま
き
く
る
雪
に
傭
向
き
横
歩
き

川
沿
い
に
住
み
馴
れ
霧
氷
咲
く
日
々
に

か
ん
じ
き
の
売
れ
大
雪
の
小
商
い

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

水
槽
の
緋
鯉
動
か
ず
水
寒
し

風
邪
の
窓
盆
梅
ひ
そ
と
二
二
輪

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

雪
山
の
重
な
り
合
う
て
寒
の
月

冬
日
射
す
二
階
明
る
き
福
寿
草


